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国際学会への出席を通じて自分の成長を実感した

田中 千聖（博士前期課程２年）

渡航先：フィリピン・マニラ

活動内容：国際学会での発表

ISSAAS International Scienti�c Congress and 
General Meeting 2023 (2023/11/8−11)

　本学会では、昨年はポスター発表を行いましたが、今回は口

頭発表を選びました。口頭での発表を通じて海外の研究者との

交流することと、農学関連の様々な専門分野に触れ、理解する

ことを目標として学会に望みました。

　きのこの細菌病害の病原因子を探索する研究内容を発表しま

した。東南アジア諸国では余りきのこの病害に関する研究は盛

んではなく、興味をもってもらえるか不安がありましたが、多

くの質問や意見が挙がりました。あまり英語は得意ではないの

ですが、英語で質疑応答を行い、議論できたと実感しました。

また、農業経済や経営、栽培や環境といった自身の専門とは異

なる分野の話を聞き、昨年度の自分よりも内容を理解する力が

向上したとも感じることができました。今回の学会出席は、来

春から社会人となる私にとって貴重な体験となりました。今後

も、さらなる飛躍を目指したいと思います。


